
水戸の魅力を伝えたい！！ 

～We are Yanakawa Tourism Ambassador！～ 

水戸市立柳河小学校 

１ 本事業への思い 

本校の学区では、登下校中を含め普段から児童が人と出会う機会が少ないため、児童の多様な人と 

の関わりを課題としてきた。また、校外で体験活動をするときにおいても、少人数のため大人の目が 

届きすぎてしまい、児童が主体性を発揮する場面を設定することが難しかった。 

     本事業では、体験活動の受け入れ先とのコーディネートをしていただけるため、学校の負担が少な 

 く、児童の主体性を生かして少人数グループ活動ができる。そこで、児童が自立して活動するととも 

 にグループ内で協力しあう学びの機会となることを願い実施した。 

 

２ 活動の実際 

（1）教育課程  

総合的な学習の時間（水戸まごころタイム） 

(2) 対象 

   ５学年（１クラス） １１名   ６学年（１クラス） １５名     合計 ２６名 

(3) 計画 

   訪問先決定後、グループごとに計画を立て、各々でしおりを作成した。（Googleスライド使用）

バスの時刻や移動時間の予定、持ち物、昼食場所、注意事項、必要なお金の計算、質問事項など、

全てグループ内での相談により決定した。（下記は、Googleスライドより抜粋） 

    【共通】８：３０ 柳河小学校出発 → ９：０３ 前田バス停 発 

        → ９：１８ 泉町一丁目バス停 着 → 市民会館 ９：３０ 活動開始 

 

１班（５年２名・６年３名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２班（５年２名・６年３名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ３班（５年２名・６年３名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４班（５年３名・６年３名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ５班（５年２名・６年３名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(4) 体験先での様子（児童作成のスライド・資料より抜粋） 

 ①祇園寺 

 

 

 

 

 

 

②千波湖 

 

 

                                ③芸術館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④NHK放送局水戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤鈴木茂兵衛商店 

 

 

 

 

 

 

 

 

素足になり畳の上に置いてある

座布団の上で正座をした。それか

ら、10 分間座り続けた。そして

最後に座布団の前で一礼をした。

姿勢を正して座り、呼吸を整え、

ただ座ることだけに集中した。座

禅が終わった後は、気持ちがとて

も落ち着いた。日本独特の礼儀作

法を知ることができた。 

 

 

 

 千波湖周辺には、広い広場が５つもあるとは知らなか

った。デゴイチが実際に使っていた機関車だと知り、驚

いた。千波公園は、水戸市や市民の方々、ボランティア

団体などたくさんの人々が協力して、みんなが快適に利

用できるように管理されていることを初めて知った。 

 

シンボルタワーにった。水

戸市全体を見渡すことがで

き、きれいだった。水戸市

100周年記念に造られたから

100Mの高さであること、形

は DNA・無限を表しているこ

となど初めて知った。カスケ

ードが笠間の石であり、20ｔ

あることに驚いた。 

 

 お天気キャスターやニュースを読

む体験をした。ディレクターさんの

話も聞けた。普段テレビで見ている

ニュースなどを放送することの難し

さがよく分かった。実際に撮影して

いる場所に行けたことがよかった。 

 

提灯を作成しているところを見たり、

作成するための道具を触らせてもらった

りした。珍しい提灯がたくさんあること

や、全ての提灯が畳めることに驚いた。水

戸の提灯を水府提灯と言い、特殊な水府

提灯を作っているのは、鈴木茂兵衛商店

だけであることも初めて知った。160年も

伝統を守っているのだなと思った。 



 ⑥水戸八幡宮                      ⑦県立図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧偕楽園・好文亭 

 

 

 

 

 

 

(5) 発信 

  「相手意識をもって取り組んでほしい」という思いから、今回、 

大子町立さはら小学校の５・６年生との交流授業を計画し、オンラインで 

各グループ 7～10分程度のプレゼンテーションを行った。また、同様の 

内容を授業参観で、さらにサンキスト小学校との交流でも内容を 

２，３分程度にまとめ、英語による発信も行った。いずれの交流に 

おいても、多くの感想や質問を受け、児童は自信をもつことがで 

きた。 

 

（6）振り返り（児童の振り返りから抜粋） 

 ・まちを歩いていて、困ったときに話しかけると、みんな優しく対応してくれたことがとても嬉し

かった。お店の人たちも地域の人たちもみんな丁寧に答えてくれた。「人の優しさ」という水戸の

新たな魅力を発見した。 

 ・いずれの場所も歴史があり、さらにその歴史を語り継いでいくたくさんの人達がいることに気付

いた。 

 ・働いている人たちが、水戸市民であることに誇りをもち、水戸市のことを思って働いていること

が、まさに「水戸の魅力」なんだと感じた。 

 

３ 成果と課題 

  計画やしおり作りという最初の段階から、グループによる話し合い活動を取り入れてスタートし 

たことで、互いに協力し合い、主体的に活動を進めることができた。訪れたことのない場所へ行き 

直接話を聞くこと自体も一つ一つが、児童にとって良い体験となった。 

  児童の活動計画が思うように進まず、事業所への依頼書が遅れてしまったことがあった。 

 

 図書館は、昔、県議会の議事堂

だったので、一般的な図書館の形

をしていないことを知った。ま

た、たくさんのイベントが行われ

「みんなに本を読んでほしい」と

いう思いが詰まっていた。本やＤ

ＶＤの数は県内１位だと知った。

今まであまり読書をせず、図書館

は遠い存在だと思っていたが今度

休日に行ってみたいと思った。 

 

 

国指定重要文化財であるこ

と、祀られている神様が３柱

いること、日本一のオハツキ

イチョウがあることに驚いた

と同時に歴史を感じた。また

両脇から叩く独特の太鼓の叩

き方に勇ましさを感じた。 

 

 

偕楽園は、とても広

かった。好文亭に、日本

初のエレベーターがあ

ることを知らなかっ

た。最上階から見た景

色が絶景だった。 


